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位
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学

博
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授
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の

年

月

日

昭

和

四

〇
年
三
月
二
三
日 

学
.位

論

文

題

名「

日
本
の
低
賃
金̂

造」

'内容の要旨

.

.
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■

:

■

'
'

. 

-

:

 

「

日
本
の
低
賃
金
構
造

」

論
文
要
旨
，

，

■

 

黒
.

.

川
.

：俊

雄

‘

.

明
治
維
新
後
日
本
の
低
賃
金
基
盤
が
い
か
に
形
成
さ
れ
、
そ
.の
，上
.に
低
賃
金 

.構
造
が
い
か
に
：展
開
さ
れ
て
き
た
か
を
全
機
構
的
に
把
匾
す
る
こ
と
に
ょ
；つ 

て
、
こ
の
日
本
低
賃
金
構
造
が
第
一
次
世
界
戦
争
に
ょ
つ
て
始
ま
つ
た
資
本
主 

義
の
全
般
的
危
機
の
時
期
に
確
立
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
た
め
に
、
第
二
次 

世
界
戦
争
中
そ
の
矛
盾
が
拡
大
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
労
働
者
階
級
の

.
 

主
体
的
条
件
か
ら
、
低
賃
金
構
各
は
克
服
さ
れ
る
に
い
た
ら
な
か

.つ
た
こ
と
を
' 

明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
第
二
次
世
界
戦
争
後
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
が
一

. 

層
激
化
し
た
第
一
一
段
階
にお
い
て
，
日
本
の
低
貨
金
構
造
が
従
属
体
制
のも
と 

で
、
い
か
に
西
編
成
さ
れ
、
現
段
階
に
お
い
て
、
そ
の
矛
盾
が
い
か
に
拡
大
し

'
'

:

つ
つ
あ
る
か
：を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
克
服
の
方
途
に
論
及
し
た
。

,

‘

、

"

1
〇

〇(

ニ
，五

ニ

)

:
審
査
報
告
要
旨

-

.

.本
論
文
は
、
著
者
の
多
年
に
わ
た
る
賃
金
問
題
•
賃
金
理
論
の
.研
究
を
諶
礎 

.

.と
し
て
、.日
本
の
賃
金
構
造
.の
特
殊
性
を
解
明
し
よ
ぅ
と
意
図
し
た
も
の
で
あ

.る
。

.

.

■

著
者
は
、
日
本
の
低
賃
金
構
造
は
、
日
本
独
特
‘の
低
賃
金
の
実
態
の
み
な
ら 

:
ず
、
こ
.れ
を
生
み
.だ
し
て
.き
て
い
る
諸
条
件
：を
、
日
本
資
本
主
義
の
生
産
関
係 

と
、
こ
れ
を
土
台
と
す
る
労
働
者
の
意
識
形
態
か
ら
政
治
過
程
ま
で
も
ふ
く
め 

.た
な
か
で
、
全
機
構
盼
、
歴
史
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
は
じ
め 

て
明
ら
か
.に
さ
れ
る
、

と
い
ぅ
方
法
論
に
立
ら
て
い
る
。

か
か
る
視
点
に
立 

っ
て
、
幕
末
、
明
治
維
新
以
降
、
今
日
ま
で
の
全
時
期
に
わ
た
る
各
発
展
段
階 

を
、
㈠

政
治
経
济
過
程
、㈡

産
業
構
造
、
㈢

労
_
力
市
場
、
㈣
賃
金
構 

造
、©

労
働
者
の
主
体
的
運
動
と
賃
金
、
等
の
各
側
面
に
つ
い
て
詳
細
な
資 

料
に
よ
っ
て
^
^
し
、
全
機
構
的
に
一
貫
し
て
低
賃
金
構
造
の
解
明
を
克
明
に 

'
試
み
た
も
の
と
し
て
、.本
論
文
は
.、
類
書
を
，み
ぬ
独
自
の
分
野
を
開
拓
し
た
優 

れ
t
研
究
と
い
え
よ
ぅ
。

■
 

-

本
論
文
要
旨

本
論
文
は
前
後
ニ
锔
、
各
編
四
章
ず
つ
の
全
八
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。
前
編 

は

「

日
本
低
賃
金
構
造
，の
形
成
と
展
開

」

で
あ
ゥ
、
そ
こ
で
は
第—*
一
次
大
戦
前 

の
全
時
期
を
四
期
に
区
分
し
、
各
時
期
の
生
産
関
係
の
'特
徴
を
と
り
あ
げ
、
日 

本
低
賃
金
構
造
の
基
盤
の
形
成
と
展
開
を
論
じ
、
後
編
で
は
第

一i

次
大
戦
後
の 

.

.再
編
週
程
の
諸
様
相
と
の
関
連
に
ぉ
け
る
低
賃
金
構
造
の
苒
編
成
が

一
つ
の
一

貫
し
た
視
点
か
ら
分
析
さ
れ
て
い
る
。

,

_'

に
立
証
さ
れ
て
.い
る
点
は
、
.従
来
の
研
究
と
比
較
し
て
注
目
に
価
す
る
*

:

前
編
第一

章
は
、
幕
末
、=明
治
濰
新
期
A
日
清
戦
争
後
を
扱
っ
て
い
る
。
幕

，第
二

章
は
！？！

露
戦
净
後
か
ら
第
一
一
次
大
戦
中
を
独
占
体
の
.発
生
と
形
成
の
時 

末
に
お
け
る
農
民
層
分
解
と
質
免
働
の
出
現
、

•
明
治
維
新
に
お
け
る
土
地
制
度
，
期
と
し
て
把
え
.、
さ
き
の
低
賃
金
構
造
の
形
成
と
維
持
を
論
ず
る
。
こ
こ
で
は

の
変
化
に
端
^
発
す
る
小
作
農-
賃̂
労
働
者
間
の
窮
迫
の
促
進
、
：そ.の
結
果
戦
後
恐
慌
と
企
業
集
中
を
軸
と
し
て
、
企
業
規
模
別
格
差
が
明
治
四
十
年
を
境

と
じ
て
、
家
に
束
縛
さ
れ
な
が
ら
家
計
補
助
的
な
低
賃
金
労
働
者
の

.基
盤
が
形
と
し
て
明
ら
か
に
形
夜
さ
れ
、
こ
の
格
差
に
よ
っ
て
中
小
企
業
お
よ
び
こ
れ
に 

成
さ
れ
た
点
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
童
化
学
工
業
に
お
け
る
熟
練
労
働
者
不
足
準
ず
る
大
企
業
の
下
層
労
働
者
の
賃
金

.を
押
え
る
.低
賃
金
構
造
が
形
成
さ
れ
て 

を
補
う
た
め
の
；見
習
制
度

=====

熟
練
職
工
の
賃
金
格
差
が
設
け
ら
れ
た
が
、
.職

い

つ

た

、
と
し
て
い
る
。

 

■.

エ
の
賃
金
は
当
時
の
職
人
の
賃
金
水
準
に
近
か
っ
た
。：

か
く
し
て
明
治
一
—-
o
年

第

二

次

大

戦
.の
時
期
は
、
産
業
の
急
速
な
発
展
を
反
映
す
る
労
働
力
不
足
の
. 

我
に
は
、
家
.計
補
助
的
低
賃
金
の
女
子
労
働
、
女
子
と
同
様
に
低
賃
金
の
不
熟
圧
迫
か
ら
各
種
手
当
支
給
に
よ

.る
名
目
賃
金
の
上
昇
が
行
わ
れ
た
が
、
半
封
建 

練
労
働
者
、
そ
の
上
に
彼
等
の
四
丨
ー
〇
倍
の
熟
練
労
働
者
の
賃
金
、
さ
ら
に
的
な
労
亂
供
給
業
者
が

.排
除
さ
れ
、

企
業
が
直
接
労
務
管
理

(

半
封
建
的
関
係 

r,
'
;
-v

,

-

.こ
れ
よ
り
も
高
い
管
理
職
員
の
貴
金
が
、
賃
邊
構
造
め
日
本
型
の
萌
芽
を
形
成
を
完
全
に
排
除
し
た
の
で
は
な
く
企
業
内

.に
そ
れ
.を
新
た
な
形
態
で
も
ち
こ
ん
だ
温 

■

し
た
、
：
と
指
摘
す
る。

. 

V情
主
義
的
労
務
臂
理

)

を
行
う
.こ
と
に
.よ
っ
て
、

労
働
力
の
確
保
と
低
賃
金
維 

■

日
淸
戦
争
後
の
特
徴
と
し
て.は
、
と
く
に
農
民
層
の
分
解
と
相
対
的
過
剰
人
：

持
：を
続
け
た
、
と
指
摘
し
て
い
る

。
‘

: ロ
と
い
う
低
賃
金
条
件
と
並
ん
で
熟
練
労
働
者
不
足
と
'い

う

高

賃

金

構

造

：が

併

:'
_

三
章
は
第
ー
次
大
戦
後
の
独
占
体
の
確
立
と
大
恐
慌
下
の
.産
業
合
理
化
の 

雇
す
S
J
と
に
な
り
、
近
代' X
業
の
.熟
練
労
働
者
と
そ
の
他
の
労
働
者
と
の.間時
点
を
中
心
に
低
賃
金
構

.造
を
と
り
あ
げ
、
そ
こ
に
は
本
論
文
中
最
も
優
れ
た 

の

格

差

が

増

：大

し

：
、

さ

ら

.に
都
市
に
定
着
し
て
ー
夫
ー
婦
制
の
牮
婚
家
族
を
形
分
析
が
.み
ら
れ
る
。.恐
慌
対
策
と
し
て
大
企
業
が
下
請
制
を
広
汎
に
利
明
し
、 

で
.：：'.
:
:
.:
:
'.
':成
す
る
よ
う
^
な
っ
た
熟
練
労
働
者
の
賃
金
はi
 

な
ど
で「

家
f t
さ
：
ら

に

：
相

规

的

過

剰

，

-<.ロ
.の
圧
カ
の
下
で
臨
時
エ
の
雇
用
の
増
大
を
は
か
っ 

の
担
：い
手」

と
t
て
今
ま
で
.よ
り
は
賃
金
を
高
め
ら
れ
た
、が
、
な

お

も

家

族

を

た

。
そ
し
で

.こ
れ
ら
労
働
者
の
低
賃
金
を
維
持
し
、
こ
れ
に
反
し
て
熟
練
基
幹 

;羅

：
,
;,
'

看

の

に

，不
十
分
で
あ
っ
た
の
で
、
嚴
村
の
.み
な
ら
ず
都
市
に
お“
て
.も

「

家
労
働
者
に
は
労
働
貴
族
的
所
遇
を
与
え
，た
。

さ
ら
に
.年
齢
、.：
勤
続
、

勤
務
成 

涵
％
;
.
'
.計
の
補
：い
手」

と
し
て
の
女
子
労
働
力
の
供
給
が
増
大
し
て
、
：
女

子

労

働

の

貴

績
、
'
 
学
歴
な
ど
に
よ
る
昇
給
昇
進
制
度
を
整
備
し
て
、
熟
練
労
働
者
を
大
企
業 

變
：：

？

そ
し
て
労
働
組
合
運
爾

：：

.
に
1定
着
す
石
..よ
う
に
仕
組
ん
だ
：。
こ
：の
こ
ろ
熟
練
労
働
者
は
単
一
：
家
族
を
形
成 

の
成
立
％
弾
芘
に
よ
っ.て
解
消
し
、
結
局
格
差
を.拡
太
し
つ
..'つ
日
本
の
低
賃
金.
，
し
フ
か
つ
て
の
家
計
補
助
的
だ
も
の
と
違
っ
て
き
た
.の
で
、
：家
計
を
.支
え
う
る 

, 

'

構

造

：が

生

成

さ

れ

.た
、
'
 
と
す
る
。.と
の
時
点
に
.お
い
，
て
. '
賃
金
格
差
が
構
造
的...璧

音

が

支

給

さ

：
れ

る

こ

.と
：.に
も
な
る
。.
こ
の
場
合
に
も
出
来
高
給
と
定
額
給
を

‘
,
 

学
位
授
与
報
告 

，
 

‘

1
0
一
 

(

ニ
五
三)
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. 

■,
 

.
 

' 

.  

— 

ぺ 

,

‘ 

• 

.  

/



鉬
合
せ
て
賃
金
.を
■作
業
量
に
よ
っ
て
増
減
さ
せ
た
。
こ
の
よ
ぅ
な
金
業
内
格
差
. 

:;
^
:企
業
個
■
差
.を
組
冷
せ
だ
矿
本
观
低
賓
金
構
造
め
展
開
^

へ
多
氣
資
料
を
も
-;
: 

ぃ
；つ：
.-
X
実
証
さ
れ
'て
.い
.
.

>
9
。.

.'
•〈

' 

へ
.
'
. 

:

.

.こ
め
萆
9
後
半
は
、
一
般
的
恐
慌
と
日
本
型
合
.理
化
政
策
の
下
.で
の
賃
金
構
. 

造
の
確
立
が
，と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
.？恐
慌
下
に
へ
お
.け
る
失
業
の
増
大
の
卞
で
；

:■
;
大
企
業
姓
下
請
制
度
^

一
 

層
拡
大
し
ぐ
同
時
に
大
企
業
內
に
お
い
て
も
格
差
を 

ま
す
ま
す
拡
大
し
：て
い
；っ
た
。
と
の
時
期
に
今
日
に
至
る
日
本
型
低
賃
金
構
造 

の

：fi
t
立
^
見
出
す
見
解
は
他
に
も
少
な
く
な
：い
が
著
者
に
よ
°
て
綜
合
的
k

li 

へ
; ^
的

観

名

.2
:
り
明
確
欠
論
証
さ
れ
だ
こ
と
は
本
論
文
の
貢
献
と
い
え
よ
ぅ
。

;
:
'
第
侧
寧
.は
第
一
一
次
大
戦
を
め
々
る
時
期
で
あ
り
、
中
国
侵
略
拡
大
と
フ
ァ
ッ 

シ
ズ
ム
的
賃
益
統
制
と
第
.一
一
次
大
戦
下
の
賃
金
統
制
め
矛
盾
を
と
り
あ
げ
て
パ 

'
る
。
.-
.
:
.
:
.
:
' 

:

:

.
 

, 

'

.

こ
の
準
戦
時
、
戦
時
経
游
の
特
徵
と
す
る
好
況
、
：労
働
ガ
需
要
増
大
、
.労
働 

者
教
育
水
準
の
向
上
等
か
ら
す
る
賃
金
上
昇
傾
向
に
対
し
て
、
臨
時
エ
_
員
と 

初
任
給
上
昇
を
理
由
と
す
る
年
功
賃
金
格
差
の
隹
縮
が
計
ら
れ
、
：さ
ら
に
軍
■
. 

労
務
要
因
充
足
の
通
牒
や
物
価
統
制
、
賃
金
統
制
の
強
制
.に
よ
る
：r

軍
事
監
獄 

体
制」

，

.'
<
0確
立
に
，よ

0
て
低
貨
金
構
造
の
定
着
化
を
展
開
し
た
。
さ
ら
に
狹
争 

突
入
と
相
ま
っ
て
:^
働
力
勸
負
体
制
の
強
化
と
.

「

皇
国
勤
労
観」

：の
強
調
.に
も 

拘
わ
ら
ず
、
軍
需
イ
ン
.フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
圧
滿
か
ら
日
雇
労
嫩
者
の
賃
金
な
ど 

の
上
#/
が
あ
っ
太
と
し
て
も
、
金
般
に
飢
餓
：賃
金
が
促
進
さ
れ
、
請
負
給
制
さ 

V
.X
.も
廃
止
し
て
低
い
月
給
制
に
釘
付
け
.に
す
.る
等
、

フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
強
田
が
加 

速
し
た
が
、
こ
の
低
货
金
政
策
は
日
本
帝
国
主
義
の
全
般
的
崩
壊
に
接
近
さ
せ 

て
い
っ
た
。
戦
時
分
析
は
学
界
と
し
て
も
資
料
、
調
沲
も
な
ぉ
不
充
分
で
、
著

者
の
論
旨
は
明
ら
か
で
'は
あ
る
が
、
他
の
部
分
と
比
較
し
て
論
証
が
不
充
分
で 

■

あ
る
。■

:

後
編
ノ
氣
ー
章
は
-
敗
熾
後
め
通
乱
期
と
二
，
..1

ス
ト
を
契
機
と
.す
る
占
領 

政
策
.の
転
換
後
.か
ら
朝
鮮
戦
#
前
ま
.で
.の
動
向
を
中
心
と
し
て
'い
2.
,。
汝
^
後 

の
特
徴
.と
し
て
膨
大
な
失
業
者
と
不
備
な
失
業
対
策
、
，
産
業
界
の
混
乱
と
ィ
ン 

:
フ
：レ
下
の
凄
質
賃
金
め
低
下
、：
中
小
企
業
.の
活
動
、
な
ど
か
ら
す
る
規
模
別
賃 

金
格
差
の
縮
小
、
年
功
.賃
金
の
崩
壊
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
霜
蜜
型 

.賃
金
体
茅
め
.出
現
に
ょ
.

f
N
、

.年
齡
別
生
活
給
の
要
求
が
通
.り
、
企
業
に
限
定
'$ 

れ
た
貨
金
の
要
求
一
が
広
げ
ら
.れ
た
に
も
拘
ら
ず
、、
企
業
別
組
織
と
最
低
賃
金
制 

.確
立
に
対
す
る
統一

.f
r
動
：

Q

欠
除
な
..ど
か
ら
、
単
な
る
飢
餓
賃
金
か
ら
の
脱
出 

:に
止
：ま

0
'た
:'
0

.:
こ

卜
占
領
政
策
の
：転
換
は
独
占
体
を
中
心
と
す
る
経
済
再
建
と
な
り
、
ニ 

.
一
 

ス 

ト
禁
止
後
そ
の
.
'手
段
と
し
て
.組
合
民
主
化
政
策
、
物
価
賃
金
安
定
政
策
が
だ
さ 

れ
た
。
賃
金
統
制
：：の
方
式
と
し
て
は
、
組
合
の
最
低
賃
金
に
対
し
て
業
種
別
平 

均
賃
金
の
実
施
沦
は
か
0
た

。

こ

の

構

想

に

，ょ

.
れ

ば

，
，
戦

前

蕋

準

(

昭
和
九〜

一
 

一
年)

'に
対
し
、
賃
金
一
一
七
倍
、
物
価
六
五
倍
と
さ
れ
"
そ
の
拫
拠
と
し
て
生 

産
性
が
半
減
-L
て
い
る
点
を
挙
げ
た
。
こ
の
賃
金
抑
制
方
針
と
並
ん
'̂
、
職
^
 

給
、
職
務
給
、.
職
能
給
、.能
率
給
な
ど
を
導
入
し
、
そ
.の
過
程
で
昇
铪
.i
度
や 

年
功
賃
金
の
再
現
が
は
か
ら
れ
，
低
い
初
任
給
に
は
じ
ま
る
格
差
の
拡

大

が

す 

す
め
.ら
れ
た
。

,
.

.こ
の
賃
金
：三
.
.原
.則
と
.ド
.ッ
.デ
ラ
イ
ン
.の
結
果
と
し
て
、
企
業
整
備
が
促
進
さ 

れ
、

失
業
は
壻
大
し
た
。
そ
し
で
失
業
対
策
^
業
も
低
貨
金
構
造
の
一
環
を
に 

.なったとしている。

：

.•第
二
章
は
,

.占
領
か
ら
サ
ン
ブ
ラ
ン
ゾ
ス
コ
体
制
と
朝
鮮
戦
净
恐
慌
■

S

-A
る
場
合
.;
'
.本
^
は

攻

き

..
2)
だ
け
増
員
せ
ず
に
臨
時
エ
、
社
外
エ
、
日
雇
な
ど
の 

:

体
制
を
通
じ
て
の
底
賃
金
構
造
の
再
編
成
と
確
立
を
と
り
あ
'げる

；*

<

,

.
低
賃
金
旁
働
者
.女
増
員
し
^.
で
き
'る
だ
け
定
員
を
：勝
ら
し
ァ
メ
リ
ヵ
式
労
務
管 

.

.特
需
ブ
ー
ム
下
の
合
理
化
|
新
技
術
導
入
そ
の
他
に
よ
石
労
働
生
產
性
引
上
.

S
に
よ
名
合
娌
化
を
強
化
し
た
点
を
あ
げ
る
。
そ
の
ほ
か
下
請
化
、
外
業
部
匕 

げ
が
行
わ
れ
：，全
般
に
単
一
家
族
が
増
加
し
た
の
に
、
世
帯
主
.の
^
め
労
働
を
す
る
合
理
化
を
も
併
せ
て
進
め
、
，さ
ら
に
利
用
可
能
な
限
り
若
年
女
子
労
働
者 

も
っ
て
し
て
.は
家
族
の
生
活
維
持
が
不
可
能
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
妻
の
家
.計

を

男

子

よ

り

は

る

.办
に
低
い
賃
金
で
雇
用
し
た
。
続
い
て
鉄
鋼•
石
油
•
国
法 

補
助
的
労
働
を
強
制
す
.る
よ
ぅ
に
仕
向
け
た
。
ま
'た
.職
務
給
、
職
階
給
と
昇
給
.

•
石
炭
等
の
産
aに

，.

お
げ
る
合
理
化
の
実
態
を
分
析
し
て
、
低
賃
金
構
造
を
実 

制
度
と
令
結
び
つ
け
て
労
働
意
欲
を
刺
激
；し
、
：.さ
ら
に
こ
の
機
構
を
利
用
し
て
証
し
よ
ぅ
と
じ
て
い
る
。
 

■

賃
金
の
上
限
と
下
限
.0
格
差
を
拡
大
し
て
刺
激
と
し
た
。
：こ
の
他
に
大
企
業
は
，.

失
業
者
之
失
業
対
策
事
業
か
ら
.低
賃
金
労
働
力
供
給
の
圧
力
と
も
関
連
し 

雇
用
を
制
限
し
、
中
小
企
業
.へ
の
外
注
を
増
し
. '
そ
の
賃
金
を
低
く
押
え
た
0

て
、
低
賃
金
労
働
者
‘の
.累
積
が
論
証
さ
れ
、
欧
米
.で
は
平
均
賃
金
取
得
労
働
者 

そ
の
結
果
.
規
模
身
格
差
は
拡
大
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
臨
時H

、：

社
外
エ■

層
がI

番
多
い
の
に
反
し
、
日
本
で
は
最
低
賃
金
層
が
、
と
く
に
女
子
の
場
合 

の
雇
用
増
を
も
加
え
て
,'
低
賃
金
構
造
が
再
編
成
さ
れ
た
、
と
す
る
。
 

に
は 

一
#
多
い
と
い
ぅ
特
質
が
あ
る
、
と
論
ず
るv

 

朝
鮮
戦
$

恐
慌
下
の
合
理
化
は
、
賃
金
体
系
に
お
け
る
職
務
給
推
進
_と
.生

.

.ま
た
大
企
業
で
は
職
務
給
が
採
甲
さ
.れ
た
と
い
っ
て
も
、
そ
の
塞
準
と
し
て 

.產
性
庐
上
運
0
に

,^
.っ
て
：
本
格
的
に
.発
展
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
間
に
生
ず
^

人
寒
考
課
と
.自
動
昇
給
を
併
用
し
て
い
る
も
の
が
多
い
た
め
に
、
結
局
は
年
功 

.労
働
者
と
の
摩
擦
を
緩
和
す
る
た
め
に
ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ
レ
ー
シ
ョ
.
.ン
ズ
が
導
入
賃
金
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
職
階
資
格
.、

学

歴

'

性

等

に

よ

る

格

差

を

ま
 

さ
れ
た
。
.
.労
働
運
動
は
分
裂
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
和
経
済
推
進
と
M

S

A体

す

ま

す

大

き

く

し

、
労
務
者
と
職
員
、
男
女
の
間
の
格
差
.を
拡
大
す
る
頃
向
が 

制
へ
の
抵
抗
の
態
勢
を
と
っ
た
，、
と
し
て
.い
る
。

,
. 

み
ら
れ
た
。
；
.

：

.

、

第
三
章
は
、
：従
属
体
制
下
の
独
占
資
本
主
義
の
発
展
と
雙
金
構
首
と
り
.

こ
の
‘反
面
、
昭
和
三
四
年
ご
ろ
か
ら
若
年
労
働
者
に
対
す
る
大
企
業
の
雇s

： 

あ
げ
て
V
る
。
 

増
の
結
果
，
若
年
嘴
働
者
求
人
難
が
お
こ
り
、
と
.く
に
中
小
企
業
の
初
任
給
が 

ま
ず
泅
占
資
本
主
義
の
不
安
定
性
、.
寄
生
性
、
.腐
敗
性
を
、
膨
大
.な
成
告
費
大
企
業
よ
り
も
高
い
上
昇
率
を
示
し
、
ま
.た
男
女
別
賃
金
格
差
も
縮
小
し
.て
き 

と
卸
/
-
:
7
売
商
衆
お
よ
び
金
融
業
就
業
者
増
加
率
が
製
造
業
^
鉱
業
就
業
，者
賴
.

た
。
し
.：か
し
、.
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
物
価
上
昇
に
よ
っ
て
低
«,
金
構
造
の
^

^
 

加
卑
よ
り
も
い
ち
じ
る
し
く
上
廻
っ
•て
い
る
点
、
遊
休
設
備
投
資
が
累
堉
し
て
、
.
は
変
っ
て
い
な
い
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

ぃ
.名

等

め::
4
に

ネ
:1
'
文
:#
满
^
々
。
.:
--
,
:
:
^
^

ハ)

.：篕

性

向
1
運

動

：惠

孓

：袁

賃

金

構

卷

：：し

て

は

--
:
:
-
'
新

エ

.繁

学 
S
.
与

報

告

.
，

,,
ノ 

•

-

.
 

—  

' 

；

-

1
0

H
J

 

(

ニ
五
五)



巧
7
鍬

：--
-
*
若̂
笫
労
馨
の
初
任
給
が
需
要
供
給
め
.関
係
が
ら
^

昇
：-
3
:
て
:#
た
故 

マ.
.
.
と
自
体
が
1
低
賃
金
構
造
:^
克
服
す
る
条
件
と
な
.る
と
い
*
T
NA-
l
't
:
'、
矛
菅
を
拡
.一..
 

•大
，し
た
こ
と
に
な
っ
て
.い
.る
。
_第
ニ
に
大
企
業
の
雇
用
機
構
が
若
年
労
働
者
を
，
' 

増
し
，
中
高
年
齡
層
を
排
除
す
る
結
果
ノ
中
小
企
業
の
雇
用
が
中
高
年
^ -
層
增 

.
.，
.と
な
り
、
さ
ら
.に
中
高
年
齢
層
は
、
臨
時
エ
と
な
り
、
，失
業
対
策
事
*
に
就
労 

す
.る
も
の
が
.増
加
し
て
い
る
。
し
か

し

、

建

設

業の
雇
用
増
か
ら
日
雇
労
務
者 

の
賃
金
増
と
な
っ
.て
、
低
賃
金
構
造
の
矛
盾
を
拡
大
す
る
。
第
三
に
、
.女
子
.の
. 

"低
賃
金
と
勤
続
年
数
の
短
い
点
か
ら
、
若
年
女
.子
雇
用
を
増
し
た
結
果
、
そ
と 

に
も
賃
金
増
が
あ
ら
わ
れ
、
：
低
賃
金
構
造
の
矛
盾A

J

な
っ
.て
い
る
。
'第
四
、
中 

'小
企
業
の
苦
年
労
働
者
の
賃
金
上
昇
は
、
規
模
別
格
差
を
縮
か
す
る
こ
と
に
な 

り
、
大
企
業
の
下
請
企
業
の
低
コ
ス
ト
利
用
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
。
第
五
、
.

. 

大
企
業
は
労
働
市
場
の
変
化
か
ら
臨
時
エ
の
採
用
が
困
難
と
な
り
、
低
®
金
の 

拠
成
の一.

つ

を

失

ぅ

こ

、
と

に

な

る

r 

:
:

(
か
く
て
、
経
済
発
展
の
.も
た
ら
し
た
低
賃
金
構
造
の
.諸
矛
盾
は
、
独
占
資
本
.- 

を
.フ
ァ
ッ
-シ
ズ
ム
的
低
.質
.金
政
策
へ
お
し
や
る
、
と
す
る
。
白
本
経
営
者
団
体 

速
观
の
安
定
賃
金
ぉ
ょ
び
人
件
費
の
適
正
化
、
好
況
不
況
を
通
じ
て
の
長
期
賃 

■金
安
定
、

社
会
的
水
準
へ
の
配
慮
等
に
对
す
る
提
唱
を
賃
金
.統
制
と
み
て
い 

.る
。
そ
し
て
戦
後
の
労
働
法
制
の
改
正
発
展
の
中
に一

,

連
の
フ
ァ
ッ
.シ
ズ
ム
の 

本
質
を
み
よ
•ぅ
と
す
.る
ノ
：

職
務
給
に
つ
い
て
、
そ
の
解
釈
な
ど
を
め
ぐ
ぅ
て
相
肖
⑽
皿
を
含
む
批
判
の 

の
ち
に
、
ァ
メ
リ
ヵ
式
の
職
務
給
か
ら
は
統1.

的
な
横
断
賃
金
の
確
立
べ
.の
.発 

展
は
不
可
能
で
あ
り
、
結
局
は
賃
金
上
昇
の
頭
打
ち
が
目
的
で
.あ
る
、
と
し
て 

ぃ
る
ァ
冬
-^
て
最
後
に
、
最
低
賃
金
制
度
と
失
業
対
策
事
業
.の
木
備
を
批
判
し

•
て
r
低
賃
金
構
造

一.

の
再
編
定
着
を
意
®

と
し
て
い
る
。
：
 

'

以
上
が
本
論
文
の
要
旨
で
あ
る
。

.

.

ぺ

■
 

へ
 

.
著
者
は
日
本
の
低
賃
金
構
造
の
歴
史
を
日
本
資
本
主
義
発
達
史
を
貫
く
菽
本

矛
盾
と
し
て
、
.そ
の
綜
合
的
理
解
の
中
に
お
い
て
と
ら
え
お
ぅ
と
し
て
い
る
か 

ら
、
.低
賃
，金
構
造
の
展
開
は
日
本
資
本
主
義
展
開
の
各
段
階
に
対
応
す
る
も
の 

と
し
て
段
階
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

著
者
の
こ
の
雄
大
な
試
み
は
、

し
た
が
っ 

て
、
.単
に
賃
金
実
態
の
分
析
の
範
囲
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
日
本
資
本
主
義
発 

達
史
の
全
分
野
に
わ
.た
る
著
者
の
綜
合
的
再
検
討
の
研
究
過
程
と
不
可
分
の
関 

係
で
な
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
著
者
の
日
本
資
本
主
義
観
も
ま
た
問 

わ
れ
ね
ば
な
ら
な
.い
。

.

著
者
は
明
治
維
新
、
明
治
初
年
の
時
期
に
日
本
の
低
賃
金
構
造
の「

基
盤」 

.

(

前
編
第
'

1

章
第】

節)

が

「

生
成」

し
、

日
清
戦
争
後
の
日
本
資
本
主
義
の
確 

.
立
、
す
な
わ
ち
産
業
資
本
の
確
立
期
に
低
賃
金>

構
造
/
が

「

生
成」

し
た
と 

み
る
,(

第T

章
第
一
一
節

)

-
-

.

.

.
つ
ぎ
に
日
露
戦
争
後
の
長
期
に
わ
た
ふ
^
:況
期
、/
こ
こ
で
の
独
占
体
の「

発 

生」

.期
に
低
賃
金
.「

構
造」

が

「

I

?
さ

れ

■
 

S第 

ー
@

、
第
一
次
大 

.戦

中

の「

M
閥
^_

，独
占
体
の「

形
成」

期
に
上
.の
低
賃
金
構
造
が「

維
持」 

さ
.れ

(
第
二
章
第
二
節)

、

つ
ぎ
の
第
一
次
大
戦
後
の
資
本
主
義
の「

全
般
的
危 

機
1_
と
い
ぅ
条
件
下
で
、
日
本
の
独
占
資
本
主
義
が
i

?

す
る
と
い
ぅ
特 

殊
_
情
下
で
、
日
本
の
：.低
賃
金
構
造
が「

展
開」

し

八
第
三
章
第
一
節)

、
そ
し 

て
昭
和
初
须
の
大
恐
慌
と
產
業
食
现
化
運
動
の

.
期
に
、
日
本
の
低
賃
金
構
造 

の

「

確
立」

を
み
る
と
，い
う
段
階
区
分
を
し
て
い
る
。(

第
二
章
第
二
節)

；.

満
州
事
浚
‘
冲
日
戦
争
中
に
日
本
に
'お
け
る「

国
家
独
占
資
本
主
義」

の
形 

.成
を
見
出
し
、

戦
争
経
済
下
で
：の

「

フ
.ァ
ッ
シ
ズ
ム
的
賃
金
統
制」

の
展
開 

(

第
四
章
第一

節)

、
，
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
0-
本
帝
国
主
義
の
崩
姨
過
程
と
そ
，
 

の
下
に
お
け
る
低
賃
金
構
造
な
ら
び
に
フ
ァ
ッ
.シ
ズ
.ム
的
賃
金
統
制
の「

矛
盾」 

を
分
析
し
て
い
る
。(

第
四
章
第
二
節)

第
二
次
大
戦
後
今
日
ま
で
の
過
程
，(

後
編)

は
、
敗
戦
直
後
の
占
領
下
の「

飢 

餓
賃
金」

に
は
じ
ま
り
.

(

第
一
章
第
一
節)

、
ア
メ
リ
ガ
占
領
政
策
の
転
換
に
も 

と
づ
く
日
本
独
占
資
本
主
義
の
復
活
と
対
応
し
て
低
賃
金
構
造
の「

西
編
或
一 

の
開
始
が
指
摘
さ
れ(

第

5

8
一
節)

、

つ
ぎ
の
朝
鮮
戦
争
、
そ
の
後
の
占
領 

体
制
か
ら
サ
ン
フ
ラ
シ
シ
ス
コ
体
制
へ
の
移
行
過
程
で
.、
日
本
独
占
資
本
主
義 

も
低
賃
金
構
造
も
併
せ
.て

「

洱
編
成」

さ
れ
、
こ
の
再
編
成
に
お
け
る
戦
前
：の 

そ
れ
と
の
興
同
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る(

第
二
苺
第
一
節)

。
戦
後
の
低
賃
金
構
造 

の
西
編
成
の「

摘
立j Q

時
期
は
朝
鮮
休
戦
後
の
恐
慌
と
M

s
 

A体
制
下
の「

合 

.

理
化」

過
程
に
見
出
し
て
い
る
ズ
第
ニ
章
第
一
一
節)

。
そ
し
て
最
近
の
■日
本
の
経 

済
の
高
度
成
長
と
.労
働
力
需
給
の
変
化
と
い
ぅ
事
態
は
;'
'
著
者
に
ょ
れ
ば
従
厲. 

体
制
お
ょ
.び
新
安
保
体
制
の
下
に
お
け
る
日
本
独
占
資
本
主
義
の
急
胄
な
0
0 

，と
不
安
定
性
の
増
大
等
の
矛
盾
、
.そ
の
下
に
お
け
る
従
来
の
低
賃
金
構
造
維
持 

の
困
難
化
I

そ

，
の

矛

盾

の

深

化

と

し

て

と

ら

え

ら

れ

、

日

本

の

労

働

^

級

が 

も
1.
強
カ
な
闕
争
を
展
開
す
る
.な
ら
ば
、
日
本
の
低
賃
金
構
造
を
克
服
し
ぅ
る 

条
件
が
成
熟
し
は
じ
め
た
と
評
価
さ
れ
、
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
.

上
.：

か
ら
の
フ
ァ
.

ッ
シ
、'ス
.ム
的
«
金
統
制
が
強
行
さ
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
つ
.つ
あ
る
と
の
展
望 

を
も
っ
て
結
論
レ
て
い
る
ゾ■

，日
本
資
本
主
義
の
，発
展
段
階
の
規
定
は
.

今
.

日
ま
.
で
の
史
学
研
究
の
食
菜
か
：
ら
：：
.'
.

ノ

-,
:
:-:
:

み
て
も
概
ね
妥
当
で
あ
り
'
、

.日

本

低

賃

金

構

造

の

生

成

、

展

開

、

確

立

、
.
#

榻
 

成
の
過
程
分
析
、
段
階
区
分;'
そ

S
v

特
徴
づ
け
等
は
、
著
者
がは
じ
め
て
一
貫 

'

し

て

規

定

し

た

も

の

，
で
，
あ

^
.
そ

れ

だ

け

に

：
「

形

成」
「

展

開」
「

維

持」
r

確 

噂

，
の

用

語

の

意

味

：̂

乾
者
は
余
り
明
確
には
規
定
し
て
い
な
い—

K 

は
.

裡
澥
1
束

く

.1
'

点
も
冼
免
％
.
，
内
容
的
に
は
未
開
の
分
.

野
.を
は
じ
め
て
開
拓 

し
た
著
者
め
み
浑
にわ
允
る
若
心
と
努
力
が
ぅ
か
が
わ
れ
、
学
界
へ
の
問
題
提 

起
と
貢
献
次
激^
た
も
め
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
。
：

房
主
な
問
題
凉
龙
指
躺
オ
れ
献

g.

育
の
如
く
：で
あ
る
。
：

B

:.
:
明
治
維
渐
陳：

祗
賃
金
基
盤Q

生
成
に
お
い
て
、
著
者
は
日
本
の
農
家
の 

-

「

家
戈
»
的

;&
家」

；
の
組
織
に
カ
占̂

お
き
、.
こ

れ

を「

家
計
補
助
的
低 

貨
金
労
働」

.'

.の
制
度
的
要
因̂

し
、
都
市
に
お
け
る
半
封
建
的
労
働
供
給 

:

.業
の
：「

組」

，
制
度
と
と
も
に
、
日
本
の
低
賃
金
構
造
の
莲
盤
形
ぽ
要
因
と 

し
て
®:
視
し
：、，
ィ
ギ
リ
ス
の
：近
代
過
程
に
お
け
る
家
.父
長
的「

家」

の
分 

.
解
、
単
婚
家
族
め
成
立
と
対
比
し
て
、
興
味
深
い
論
述
を
展
開
し
て
い
る 

が
、
日
本
の「

家」

が
温
存
さ
れ
る
背
景、
' と
く
に
農
業
構
造
分
析
、
た. 

と
え
ば
農
家
.経
営
、
：米
作
農
家
所
得
、
農
民
層
分
解
'の
あ
り
方
等
と
低
賃 

'
、
金
構
造
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
前
者
の
ょ
り
立
ち
入
っ
た
分
析
が
み
ら
れ 

な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
こ
のこ
と
は
、
'戦
後
の
今
日
の
低
賃
金
構
造 

の
苒
編
成
に
お
け
る
戦
前
と
の.違
い
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
農
地
改
革
、 

，
家
父
長
的
家
族
制
度
の
崩
壊
、

「

新
し
い
低
賃
金
構
造
の
基
盤
と
し
て
の 

「

兼
業
農
家
.

」

等
の
問
題
に
：つ
：い.て
著
者
は
言
及
し
て
い
る
が
、

も
っ
と 

.
:本
璐
的
な
農
業
構
造
変
化
に.つ
：い
て
の
分
析
を
望
み
た
い。

•

;.
;
!
1-'
:
'
:
総
.じ
て
、-.
-明
治
期
め
.記
述
は
、
：資
料
の
制
約.も
あ
^

^
と
な
が
.ら
、
今

/
 

一
 

〇
五

(

ニ
五
七)

.



パ

I

R
の
社
会
経
済
史
の
研
究
発
展
水
準
か
ら
み
れ
ば
、
原
資
料
の
渉
狐
、.
あ 

る
い
は
各
方
面
の
特
殊
研
究
成
來
の
摂
取
等
に
お
い
て
不
十
分
の
ゑ
を
免 

.

.

.
れ
て
い
な
い
。
.
. 

.

■::
;
:.'
■.資
料
.の
豊
富
な
大
正
期
以
降
、
今
次
大
戦.に
.か
げ
て
：の
と
こ
ろ
は
，
上
へ 

の
欠
陥
も
改
め
ち
れ
ハ
実
証
分
析
と
論
述'%
緻
密
正
確
と
：な
り
、
そ

の

内

. 

容
似
%
翁
文
.中
.
.の
挡
肩
^
も
^

3
べ
き
も
の
.と
な
っ
て
い
る
。

'
’
：

^

<

*激

; 0
^

^

つ̂
.

ぃ
:'
^

«「

、4?
実

の

叙

述

，そ

，の

も

の

.は

益

々

詳

細

で

正
 

蹦
で
あ
る
.が
、
そ
の
評
価
に̂

い
て
は
著
渚
.の
：政

治

的

立

場

が

先

行

す

.る 

:

V

M
き
も
み
ら
れ
、;.
|
1
構̂
造
や
労
働
市
場
等
の
：#
実

分

析

は

，
正

し

く

と

.
， 

も
で
全
^

9
败
潘
猫
済
過
程
考
タ
っ:^
亦
^

^
は
、
.
.
結

論

を

直

線

的

に

急 

ぐ
本
§
^

>
必
耍
な
中
間
領
勿
癌
赃§
拔
行
ぃ
-実

霍

.
か

モ

結

論

が

尊

か

れ
 

^
の
と
は
逆
:€
>
印
象
^

与

え

ゐ

，
と:-
ろ
も
^
り

,'
_と
の
点
が
惜
し
^
れ

^
#
.
.

'':
:
.

パ.プ
'
？
/:
;
'
'
: 

■ 

 ̂

 ̂

^

-■
•■.

.
,次
と
え
被
従
嘱
体
制
と
低
賃
嗓
構
造4.
.の-関
係
、：

あ
る
い
は
今
！11.の
賃
'

.
冷
梳
制
を
.ハ̂

,ル
^
ス
%

|
黑

着

が

ら

，ー

「

国
家
独
占
資
本
主
義

」
；
の 

そ
れ
と
す
^

^
ネ

/ ^
あ
^
洗

か

紙

ゾ「

ワ
--
7

^
シ
ズ
ム
的」

，，2
す
る
''
>
-

」
^

-;
'
;
.
,
' 

に
は
、
著

者

め
:?
ァ
ッ
务
ズ
^

へ
に
調
す
义
十
分
な
規
定̂
け
亦
述
：
^

. 

ら
集
ズ
い
な
か
友
对
に
間
題
が
あ
名/ 
.

.

,

:

V
 

.ハ

. 

餌

.

.名
ち
に
戦
後
め
経‘
^
|
渴̂
％
&

済
成
長
等
と
賃
金
構
造
と
の
関
係
も
、, ...

パ
.r

が
果
し
て

-!低
」：，

賃
金
で
あ
る
か
ど
ぅ
.か
'の
.論
証
が
充
分
と
は
い
え
ず
、 

こ
れ
を
証
明
す
べ
き
国
際
比
較
論
を
欠
い
て
い
る
こ
と
队
、
論
者
と
反
対 

•
.の
セ
^
に
.立

:'
0

:-
%
の
、か
ら
.指
、
摘

さ

，れ

る

可

能

性

が

あ

る

。

著

者

は

日

本

の 

'

.低

:«
金
を
既
定
の
自
明
の
_事
実
と
:1
>
て
前
提
し
'?
:
'
.
.
い
る
.よ
ぅ
な
印
象
が
読 

む
も
の
に
也
感
ぜ
ら
れ
^
.
'著
者
独
：自
の
賃
金
理
論
研
究
成
果
の
あ
る
こ 

'■
..と
は
：認
め
る
.に
吝
か
で
な
い
が
、
国
民
罾
罾
の
成
長
段
階
，
国
民
所
得
の 

.
水
準
•.国
民
生
活様

式
:.
:
そ

の

肩

の

関

速

よ

り

み

る

国

際

比

較

分

析

の

視
 

.角
も
必
要
で
あ

.^
、
土
の
反
論
の
可
能
性
よ
り
み
て
も
.、
著
者
の
今
後
の 

.

幅
広
い
視
野
に
立
っ
た
研
究
態
度
が
望
ま
れ
る
。

パ 

と
.も
あ
れ
、
本
論
文
は
低
賃
金
に
悩
む
日
本
の
労
働
者
階
級
の
利
害
に
関
す 

る
著
者
の
真
剣
な
関
心
.ひ
立
.場
が
ら
書
か
れ
て
お
り
、
日
本
の
低
賃
金
^
造
の 

改
革
を
願
-5
著

者

，
の

熱

情

.

の
あ
ま
り
、
と
き
.に
は
一
方
的
な
図
式
化
の
き
ら
い 

■■
々
生
ん
で
秋
^

^
：、.：
学
鸯
に
：お
^
て
も
未
だ
本
論
文
の
よ
ぅ
な
日
本
資
本
主 

,
,義
の
発
展
a

#
漆
滿
X
茅
一
：貫
.
.u
fc
方
法
と
綜
合
的
分
析
と
に
よ
っ
て
、
日
本 

.

の
.賃金構造̂

!

明

ら

も

.

の
は
他
に
見
出
せ
な
い
*
戦
後
に
は 

風
早
八
十
，u
i f
t

g

^

^

n政
^
史
-

」

>
.戦

後

に

お

い

て

は

、

隅
谷
一
一
一
喜
男 

4
,氏

の

ん

,0
自

^

^
史
滿
ホ
众
ど
が
あ
る
が
、
何
れ
も
賃
金
構
造
を
主
題
と
し 

皆
た
も
め
％
淋
^

^

^
ズ
に
廉
者
沘
明
治
前
期
に
限
ら
れ
て
い
る
。

近
阵
m

^
に
^

:^
る
研
紀
微
数
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
多
く

省

诸

の

分

析

羔

竑

老

■

充

分

明

ら

か

に

さ

れ

：て
：

.い

い

^
:叙

: *
賃
翁
規
嫌
8
疆

€
输

疫

い

る

。
か
か
る
学
会
の
動
の
中
に
ぁ
っ
て 

.街

：&

の
邊
学
的
分
哳§

僴
题
は
：
' ^
日
の
：
^
ら
に
は
今
廣
カ
课
|

本
研
究
は
優
办
た
應
咱
め
存
灌
個
値
を
も
つ
も
.の
と
思
ゎ
れ
る
。
 

望
の
上
に
大
き
な
- ^

:

味

>
.
も

っ

道

耍

点

だ

け

に

惜

し

ま

れ

る

:,
°

;

:■
'

こ

玄

■

笔
本
顿
究
於
著
者
多
年
の
学
問
的
蓄
積
の
一
つ
の
発
表
で
あ 

#

;!
散

に

：
、
本

嚆

次
^
題
名
ャ
ぁ
る
へ
低
賃
金
構
造
^
黑

ャ

^

し
相
^

値
か
ら
み
て
も
、
さ
ら
に
副
論
文
を
は
じ
め
著
者
が
過
去
に
積
上
げ
て
き
た
多

. 

数
の
学
問
的
業
續
か
ら
ん.て
も
、
.経
済
学
博
士
の
学
位
授
与
.に
充
分
値
す
る
も 

の
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

論

文

審

连

担

当

者

；
：

'.
'
+■•主

査

伊

東

岱

吉

 

副

查

小

池

签

之

 

.

川

田

寿

試

験

の

結

果

の

要

智

学
位
申
請
に
関
連
し
、
過
去
に
.お
け
る
同
君
の
業
績
を
検
討
し
た
結
果
、
大

，学
院
博
士
課
程
の
修
了
者
と
同
等
以
上
の
学
.識
を
有
す
る

も
の
と
確
認
い
た
し

ま
す
.
-
.

.
試

験

担

当

者

寺

尾

琢

磨
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